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（
主
務
大
臣
）

第
二
十
三
条

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
農
林
水
産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
と
す
る
。

２

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
主
務
大
臣
の
発
す
る
命
令
と
す
る
。

（
主
務
省
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
四
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
は
、
主
務
省
令
で
定
め

る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
十
五
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
命
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
命
令
で
、
そ

の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る

経
過
措
置
を
含
む
。）を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章

罰
則

第
二
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又

は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
三
条
第
一
項
の
認
定
、
第
四
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
又
は
第
十
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
認
可
を
受
け
た
と
き
。

二

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三

第
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
又
は
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

第
二
十
七
条

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
（
技
術
基
準
の
う
ち
第
二
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件

に
係
る
部
分
に
違
反
し
た
場
合
に
限
る
。）に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
認
定
畜
舎
等
又
は
そ
の
建
築
設
備
の
設
計

者
（
設
計
図
書
を
用
い
な
い
で
工
事
を
施
工
し
、
又
は
設
計
図
書
に
従
わ
な
い
で
工
事
を
施
工
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
認
定
畜
舎
等
又
は
そ
の
建
築
設
備
の
工
事
施
工
者（
当
該
工
事
施
工
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
代
表
者
）
又
は
そ
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
（
以
下
「
工
事
施
工
者
等
」
と
い
う
。））
は
、
一
年

以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
違
反
が
認
定
計
画
実
施
者
（
当
該
認
定
計
画
実
施
者
が

法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
）
又
は
そ
の
代
理
人
、
使
用
人
、
そ
の
他
の
従
業
者
（
以
下
こ
の
項

及
び
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
「
認
定
計
画
実
施
者
等
」
と
い
う
。）の
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
設
計
者
又
は
工
事
施
工
者
等
を
罰
す
る
ほ
か
、
当
該
認
定
計
画
実
施
者
等
に
対
し
て
前
項
の
刑
を
科
す
る
。

第
二
十
八
条

第
五
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
工
事
施
工
者
等

は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
九
条

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
（
技
術
基
準
の
う
ち
第
二
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件

に
係
る
部
分
に
違
反
し
た
場
合
を
除
く
。）に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
認
定
畜
舎
等
又
は
そ
の
建
築
設
備
の
設
計

者
（
設
計
図
書
を
用
い
な
い
で
工
事
を
施
工
し
、
又
は
設
計
図
書
に
従
わ
な
い
で
工
事
を
施
工
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
認
定
畜
舎
等
又
は
そ
の
建
築
設
備
の
工
事
施
工
者
等
）
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
違
反
が
認
定
計
画
実
施
者
等
の
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
設
計
者
又
は
工
事
施
工
者
等
を
罰
す
る
ほ
か
、
当
該
認
定
計
画
実
施
者
等
に
対
し
て
同
項
の
刑
を

科
す
る
。

第
三
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。

一

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

二

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

三

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
物
件
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
を
し
た
と
き
。

四

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
若
し
く
は
試
験
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
同
項
の
規

定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
と
き
。

五

第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
五
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

法
律
第
三
十
五
号

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

基
本
理
念
（
第
三
条

第
十
二
条
）

第
三
章

国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者
の
責
務
等
（
第
十
三
条

第
十
九
条
）

第
四
章

施
策
の
策
定
に
係
る
基
本
方
針
（
第
二
十
条

第
三
十
五
条
）

第
五
章

デ
ジ
タ
ル
庁
（
第
三
十
六
条
）

第
六
章

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
に
関
す
る
重
点
計
画
（
第
三
十
七
条
・
第
三
十
八
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
が
、
我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
国
民
の
利
便
性
の
向
上
に

資
す
る
と
と
も
に
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
へ
の
対
応
そ
の
他
の
我
が
国
が
直
面
す
る
課
題
を
解
決
す
る
上
で

極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
に
関
し
、
基
本
理
念
及
び
施
策
の
策
定
に
係
る
基
本
方

針
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
及
び
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
形
成
に
関
す
る
重
点
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
に
関
す
る
施

策
を
迅
速
か
つ
重
点
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
我
が
国
経
済
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
と
国
民
の
幸
福
な
生
活
の
実

現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
自
由
か
つ
安
全
に
多
様
な
情
報
又
は
知
識
を
世
界
的
規
模
で
入
手
し
、
共
有
し
、
又
は
発
信
す
る
と
と

も
に
、
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
人
工
知
能

関
連
技
術
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
シ
ン
グ
ス
活
用
関
連
技
術
、
同
条
第
四
項
に
規

第
三
十
一
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人

の
業
務
に
関
し
、
第
二
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人

又
は
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
三
十
二
条

第
九
条
第
二
項
又
は
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
、

十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

農
林
水
産
大
臣

野
上
浩
太
郎

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉


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